
  
  

 

                          

神
社
庁
参
拝
旅
行
は
、
七
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
、

庁
長
を
始
め
二
十
八
名
が
参
加
し
て
、「
氷
川
神
社
正
式

参
拝
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
（
天
地
人
）
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
て
」
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

『
武
蔵
国
一
宮
氷
川
神
社
』 

さ
い
た
ま
市
に
鎮
座
す
る
武
蔵
一
宮
を
正
式
参
拝
。

御
祭
神
は
須
佐
之
男
命
、
稲
田
姫
命
、
大
己
貴
命
で
、

二
千
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
古
社
で
「
大
宮
」
の
地

名
の
由
来
に
も
な
り
ま
し
た
大
社
で
あ
り
、
明
治
の
御

一
新
で
明
治
天
皇
江
戸
城
に
入
り
、
東
京
都
と
改
め
、

先
ず
武
蔵
国
一
宮
で
あ
り
ま
す
氷
川
神
社
に
於
い
て
、

自
か
ら
親
祭
を
齋
行
な
さ
れ
た
貴
い
お
宮
で
あ
り
ま
す
。

尚
一
行
の
中
に
は
四
十
年
ぶ
り
に
懐
し
く
想
い
出
多
い

方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。 

          

『
鉄
道
博
物
館
』 

旧
交
通
博
物
館
が
内
容
を
一
新
、
更
に
充
実

し
て
、
鉄
道
フ
ァ
ン
や
子
供
づ
れ
に
は
充
分
楽

し
め
る
、
す
ば
ら
し
い
人
気
の
博
物
館
で
し
た
。 

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
「
つ
ば
さ
」
の 

舞
台 

小
江
戸
川
越
』 

蔵
造
り
の
町
や
菓
子
横
丁
が
大
人
気
の
と
こ

ろ
で
す
が
、
合
憎
の
豪
雨
と
な
っ
た
が
皆
さ
ん

町
の
中
に
出
か
け
て
菓
子
を
求
め
て
来
ま
し
た
。

〝
あ
っ
ぱ
れ
〟 

『
大
河
ド
ラ
マ
（
天
地
人
）
ゆ
か
り
の
地
』 

二
日
目
の
夜
は
、
景
勝
・
兼
続
公
生
誕
の
地
越

後
上
田
庄
へ
と
駒
を
進
め
、
六
日
町
温
泉
の
す

ば
ら
し
い
御
宿
「
龍
言
」
に
泊
り
楽
し
い
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。
一
萬
六
千
坪
の
敷
地
に
佇
む

僅
か
三
十
二
室
、
木
造
平
屋
の
建
物
は
辺
境
の

庄
屋
や
豪
農
屋
敷
を
移
築
し
た
も
の
。
両
公
ゆ

か
り
の
坂
戸
城
内
に
あ
っ
た
龍
言
寺
跡
地
に
あ

り
ま
し
た
。
翌
朝
、
愛
・
天
地
人
博
南
魚
沼
及

兼
続
伝
世
館
等
見
学
、
更
に
元
気
な
人
達
は
坂

戸
城
内
跡
ま
で
登
り
思
い
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
。

次
い
で
景
勝
・
兼
続
幼
少
の
頃
修
業
に
出
さ
れ

た
雲
洞
庵
に
立
寄
り
寺
内
拝
観
、「
わ
し
は
こ
ん

な
所
に
は
来
と
う
は
な
か
っ
た
」
と
叫
ん
で
母

の
も
と
に
逃
げ
帰
っ
た
シ
ー
ン
を
思
い
出
し
、

感
懐
新
た
な
る
も
の
を
覚
え
ま
し
た
。
今
回
の

旅
は
、
川
越
市
内
以
外
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
大

変
有
意
義
な
参
拝
の
旅
で
し
た
。 

神
社
庁
副
庁
長 

佐
伯
令
麿 

記 

                            

本
年
は
四
年
に
一
度
の
当
番
県
と
し
て
、
六

月
十
五
日
（
月
）
十
六
日
（
火
）
の
両
日
、
日

枝
神
社
・
富
山
観
光
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
。

講
師
に
神
社
本
庁
祭
式
講
師
・
皇
學
館
大
学
教

授
安
江
和
宣
先
生
を
お
招
き
い
た
し
、
祭
式
の

基
本
作
法
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
扇
法
・
敬

礼
作
法
の
注
意
点
、
袴
等
の
紐
の
結
び
方
、
一

人
奉
仕
の
祭
典
等
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

又
、「
中
臣
祓
御
講
談
聞
書
」
を
板
書
し
、
解
説

さ
れ
て
閉
講
の
言
葉
と
さ
れ
ま
し
た
。 

佐
伯
祥
子 

記 

    

今
年
は
、
富
山
市
新
庄
町
鎮
座
「
新
川
神
社
」

舩
木
禰
宜
様
よ
り
有
難
い
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

ま
た
多
く
の
参
加
者
を
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
八
月
二
十
六
日
（
水
）
開
催
致
し
ま
し
た
。 

例
年
同
様
、
小
学
生
他
（
五
十
三
名
）
に
、

あ
ん
ど
ん
作
り
や
火
き
り
体
験
・
ビ
デ
オ
上

映
・
ゲ
ー
ム
・
雅
楽
鑑
賞
を
通
し
て
、
健
全
な

心
の
育
成
を
め
ざ
し
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

桜
井
都
嘉
佐 

記 
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教
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少
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対
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九
月
九
日
、
富
山
市
オ
ー
バ
ー
ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

全
国
の
神
社
か
ら
総
代
ら
千
九
百
人
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

式
典
に
先
立
ち
、
渡
部
昇
一
上
智
大
学
名
誉
教
授
が

「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
言
祝
ぎ
奉
り
て
」
と
題

し
て
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

庁
報
に
て
詳
報 

                

三
十
二
回
を
数
え
る
こ
の
大
会
に
は
合
計
四
百
十
六

点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
と
や
ま
自
遊
館
」
に
全
作
品
が
展
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
呉
東
地
区
作
品
は
「
大
和
富
山
店
」
に
、
呉
西
地

区
作
品
は
「
大
和
高
岡
店
」
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

桜
井
都
嘉
佐 

記 

         

   

恒
例
の
雅
楽
研
修
会
は
、
新
た
な
曲
目
の
習
得

や
技
量
の
更
な
る
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
で
六
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
更
な
る
充
実
を
目
指

し
て
、
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
の
元
首
席
楽
長
で
あ

っ
た 

上 

明
彦
先
生
を
お
招
き
し
、
七
月
二
十

二
・
二
十
三
日
の
両
日
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
練

習
し
て
い
る
曲
目
の
確
認
と
、
新
し
い
曲
目
と
し 

                              

て
壱
越
調
の
「
音
取
」「
酒
胡
子
」「
胡
飲
酒
序
」

な
ど
を
習
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
か
ら
藤
井
庁
長
と
明
治
神
宮
中
島
宮

司
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
「
明
治
神
宮
と
の
雅
楽
交

歓
会
」
が
実
現
し
、
相
互
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
第
二
回
と
な
る
今
年
は
七
月
一

日
よ
り
三
日
迄
、
藤
井
部
長
ほ
か
部
員
七
名
が
明

治
神
宮
に
赴
き
、
代
々
木
雅
楽
会
の
温
習
に
参
加

し
、
宮
内
庁
楽
部
の
先
生
方
に
直
接
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
感
激
の
極
み
で
し
た
。

ま
た
、
雅
楽
を
志
す
仲
間
と
し
て
、
明
治
神
宮
職

員
の
方
々
と
意
見
交
換
で
き
た
こ
と
は
た
い
へ

ん
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
九
月
二
十
七
日
、
富
山
市
グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ザ
に
て
『
第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉

祝
「
雅 

音
楽
祭 

～
悠
久
の
調
べ
に
の
せ
て
～
」』

に
お
い
て
雅
楽
演
奏
を
一
般
の
方
々
に
ご
披
露

し
ま
し
た
。 

今
後
も
部
会
員
一
同
、
更
に
研
鑽
し
、
演
奏
技

術
の
習
得
と
意
識
の
向
上
に
努
め
、
我
が
国
に
伝

わ
る
伝
統
の
雅
楽
（
文
化
）
の
素
晴
ら
し
さ
を
広

く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

藤
井
秀
嗣 

記 

                 

            

去
る
平
成
二
十
一
年
八
月
四
日
か
ら
七
日
迄
、

恒
例
の
浦
安
の
舞
講
習
会
を
高
瀬
神
社
参
集
殿

に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

初
級
者
講
習
は
四
日
・
五
日
の
二
日
間
、
篠

原
俊
栄
・
河
合
寿
美
子
両
先
生
に
指
導
頂
き
、

小
学
生
か
ら
現
役
巫
女
を
含
め
十
七
名
が
受
講

し
ま
し
た
。 

指
導
者
講
習
は
、
五
日
か
ら
七
日
の
三
日
間
、

神
社
音
楽
協
会
講
師
の
先
崎
径
子
先
生
を
迎
え

二
十
名
が
受
講
し
ま
し
た
。 

横
越
照
正 

記 

                 

第
三
十
二
回 

 

お
宮
さ
ん
を
描
く
写
生
大
会
開
催 

庁
教
化
委 

青
少
年
対
策
部
会 

浦
安
の
舞
講
習
会
開
催 

庁
教
化
委 

研
修
部
会 

大
麻
所
役
（
塩
湯
所
役
）
は
祓
に
際
し
、
跪
居

の
姿
勢
で
、
身
体
が
前
傾
し
な
い
よ
う
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

※
祓
う
対
象
の
前
に
至
り
跪
居 (

図
１)

 

小
揖
し
大
麻
を
持
ち
か
え
て
祓
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 (

図
２)

 

終
わ
っ
て
大
麻
を
持
ち
か
え
小
揖
し
ま
す
。 

 

※
立
礼
の
場
合
も
前
傾
姿
勢
は
不
要
で
す
。 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
祭
式 

 

講
師 

河
合
正
登 

神
職
に
と
って
最
も
大
切
な
祭
祀
の
厳
修
。 

日
頃
の
神
明
奉
仕
は
正
し
い
作
法
で
。 

 

 

図 1 

図 2 

 

 

第
六
回
雅
楽
研
修
会
開
催 

庁
雅
楽
部 

 

 

 

 

 
神社本庁統理賞 
石動小学校３年 竹宮 侑志君 

 

 

 

富山県神社庁長賞 
大泉中学校1年 山之内 祐香さん 

 

奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年 

全
国
神
社
総
代
会
大
会
開
催 

 

 

 

富山県神社総代会長賞 
福野小学校1年 安達あん珠さん 

富山新聞社賞 
福野中学校3年 
橋爪杏奈さん 

 

 

 

オーバードホールで行われた大会の模様 
写真上から 
多数の来賓を迎えての記念式典 
2,000 人の参加者で埋め尽くされたホール 
渡部昇一先生による記念講演 
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雅楽交歓会（宮内庁） 雅楽交歓会（明治神宮） 

雅楽研修会 雅 音楽祭 


